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学習目標と狙い

経験や勘に基づく意思決定や相互のコミュニケーション方法である、右脳思考
について学習する。
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ロジック＝左脳と、勘や感情にもとづくこと＝右脳をバランスよく織り交ぜながら考える重要性を学びました。

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

すべての階層で共通するコンピテンシー（グローバル）

すべての階層で共通するコンピテンシー（イノベーション）

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

第1回 右脳思考とは
第2回 右脳の使い方
第3回 右脳思考実践編
第4回 右脳力を鍛える

【概要】
人間は本質的な意味で、ロジックや理屈ではなく感情で動くものです。デジタル技術
が高度に発達した現代社会であってもビジネスを離れた日常では、経験や勘に基づく
意思決定やコミュニケーションが主ではないでしょうか。
ロジカルシンキングと対極の考え方が右脳思考であれば、成功している経営者ほど右
脳思考をうまく取り入れていると言えます。左脳中心のロジカルシンキングとバラン
スよく組み合わせているのです。
ボストン・コンサルティング・ボストン・グループ(BCG）日本代表を務めた内田和
成氏が、ロジカルシンキングによる「完璧なシナリオ」で失敗した経験を例に挙げな
がら、一般にビジネス場面であまり重要視されない右脳の使い方を独自の視点で解説
します。


